
（特非）　アーキペラゴ
清掃活動を取り入れたエコツーリズムの
開発及び事務局の発足

●成果   
　環境活動とアクティビティを取り入
れたツアーメニューを二つ開発し、そ
れぞれ 2 回ずつ実施。環境問題に
興味のあるメンバーと一般の方、合
計 20 名にツアーに参加していただ
いた。
●工夫  
�　より多くの方に興味を持っていた
だくため、『楽しい活動である』こと
をメインでPRした。

イベントの
延べ参加者数
イベント参加者
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50 人

90%

95%

　瀬戸内海の海ごみ問題を解決していくガイド技術を持ったリーダーの育成と、海ごみ
問題について考えるきっかけづくりのためのエコツアーを開発し、啓もう活動を行う。

　香川の島嶼部を周遊し、漂着ごみが集中している箇所を特
定するとともに、楽しく参加できるアクティビティを計画。
環境問題に関する学びと、安全で楽しいアクティビティを両
立できる場所を時間をかけてリサーチ・調査し、二つのエコ
ツアーメニューを開発。ツアーサイトHPを立ち上げるとと
もに、Facebook では、環境問題に興味のあるメンバーを集め
て情報共有をした。

課　題

活動内容
どんなごみがいくつあるか調査中

　引き続き、エコツアーの開発・実施と人材育成を継続していきたい。

　処理方法・場所の制限により、漂着ごみの回収量を 1回のツアーにつき 45L のご
み袋 1～ 2袋に制限されてしまった。

今後の展望

達成できなかったこと

◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント

　環境活動を取り入れたエコツアーの開発・実施と、Facebook などの SNSを活用
した情報共有場所の設立。

目　標

きれいになった海岸で
ポーズ！


